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令和７年度徳島県内部統制評価報告書の審査意見について 

 

 

  地方自治法１５０条第５項の規定に基づき審査に付された令和７年度徳島県内部統制

評価報告書について審査した結果、次のとおり意見書を提出します。 

 



令和７年度 徳島県内部統制評価報告書審査意見書 

 

１ 監査等の種類 

  内部統制評価報告書審査 

 

２ 審査の対象 

  令和７年度徳島県内部統制評価報告書 

 

３ 審査の着眼点 

  監査委員による令和７年度徳島県内部統制評価報告書の審査は、徳島県知事が

作成した内部統制評価報告書について、徳島県知事による評価が評価手続に沿っ

て適切に実施されたか、内部統制の不備が重大な不備に当たるかどうかの判断が

適切に行われているかといった観点から検討を行い審査した。 

 

４ 審査の実施内容 

  令和７年度徳島県内部統制評価報告書について、徳島県知事から報告を受け、

「徳島県監査基準」（令和２年３月６日徳島県監査委員告示第１号）に準拠し、

「地方公共団体における内部統制制度の導入・実施ガイドライン」（平成３１年

３月総務省公表）の「Ⅴ 監査委員による内部統制評価報告書の審査」を踏ま

え、必要に応じて関係部局に説明を求めた上で審査を行った。また、その他の監

査等において得られた知見を利用した。 

 

５ 審査の結果及び意見 

  令和７年度徳島県内部統制評価報告書について、上記のとおり審査した限りに

おいて、評価手続及び評価結果に係る記載はおおむね相当である。 

  一方、令和８年度の定期監査において、過年度と同様の事務処理の誤りが依然

として認められている。 

  今後は、内部統制の基本的要素に係る全庁的な取組を進めるとともに、リスク

評価シートを活用した業務レベルのリスク対応策を確実に機能させることで、制

度を有効に整備・運用し、リスク発現の防止・抑制とともに、さらなる業務の効

率化に努められたい。 

 

６ 備考 

    今回提出された報告書では、評価対象期間において国庫補助金の申請漏れ及び

国間接補助事業の年度内未完了という運用上の重大な不備が報告された。 

  また、評価対象期間外の過年度に交付金の支出誤りなど３件の運用上の不備が 

報告された。 

  このような重大な不備は、県政に対する県民の信頼を大きく損ねるものであ  

り、職員全員が重く受け止めなければならない。 

  個々の職員に対し真摯に職務を遂行するよう意識付けを徹底するとともに、  

内部統制の実効性が確保されるよう、表層的な原因分析だけでなく、根本的な  

問題点を洗い出し、効果的な再発防止策を構築されることを強く求める。 

  なお、再発防止に当たっては、職員の負担軽減を考慮して、業務のシステム化 

 など、費用対効果を踏まえつつ効率的な対策を検討していただきたい。 


